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  企業名又は商業的プロダクト若しくは商業プロセスの名称への言及は、これらに対するWMOの支持を意味するものではなく、また、企業並びに商業的プロダクト及び商業的工程に言及しないことは、これらに賛成しないことを意味しない。


  決議事項1（第18回世界気象会議）
WMO戦略計画


  世界気象会議は、


  次のものに注目し、


  （1）第17回世界気象会議決議事項69（WMO戦略計画2016–2019）


  （2）第17回世界気象会議決議事項71（戦略計画・業務計画2020–2023の作成）


  （3）第69回執行理事会決定事項65（WMO戦略計画2020–2023の作成）


  （4）第70回執行理事会勧告事項20（WMO戦略計画）


  さらに、2020–2023期及びそれ以降についてのWMO戦略計画の策定プロセスが、実に相互に関連する次の3つの主要な要素に基づき、また、これらからなることに注目し、


  （1）長期目標及び戦略目標について2020–2023財政期の重点実施領域及び関連する監視指標を以て明らかにされるWMO戦略計画。これは、WMOの将来の方向性に係る上位レベルの展望及び包括的な優先事項を示す。


  （2）WMO業務計画。これは、全球的な社会的ニーズを解決したり戦略目標を達成したりするための、加盟国・地域に対する便益という形による成果、出力及び関連する業績指標を示す。


  （3）WMOの結果ベースの予算。これは、構成組織、事務局及び諸活動の機能を含めた戦略計画の実施のための資源を明らかにする。


  世界気象機関条約第8条（a）、（b）及び（c）の規定に基づいて、本決議事項附属書のとおりWMO戦略計画を承認し、


  加盟国・地域には、次のことを督促し、


  （1）その国内の開発、災害リスクの軽減、気候サービスその他の気象学、水文学及び関連諸学における各種プログラムについてのこれらに関係する戦略の作成及び実施において、また、当機関の諸計画に係る活動へのその参加において、WMO戦略計画を考慮に入れること。


  （2）WMOコミュニティプラットフォーム（決議事項70を参照）に適時に最新のデータを提供することによって、戦略計画の実施の効果的な監視を促進すること。


  執行理事会、地区協会、専門委員会及び事務局長には、本戦略計画が定める展望、包括的な優先事項、長期目標及び戦略目標を遵守することを、また、期待される成果を達成するための諸計画に係る活動を実施することを要望し、


  執行理事会には、次のことを要求し、


  （1）WMO業務計画によって補足される本戦略計画を、当機関の諸計画及び諸活動を実施することによる期待される成果の達成の進捗及び実績を監視するためのベンチマークとして用い、また、第19回世界気象会議に報告書を提出すること。


  （2）第19回世界気象会議における検討のために、戦略計画を見直し、必要に応じて2024-2027年の重点事項を更新すること。


  専門委員会、地区協会その他の主体には、その活動の計画及び優先順位付けに情報を与えるための監視指標を用いることを要求し、


  事務局長には、次のことを要求する。


  （1）WMOの全ての加盟国・地域及び構成組織、国連のシステム並びに必要に応じてその他のパートナー機関に、本戦略計画の刊行物を配布すること。


  （2）業績指標について、執行理事会に報告すること。


  （3）執行理事会の指示に基づいて、監視指標と戦略計画中の重点事項との関連性を検討し、また、定性的なデータ及び評価によるものを含めて諸活動の長期的な影響を把握する手法を確立すること。


  


  注：この決議事項は、第17回世界気象会議決議事項69に代わり、これを失効させるものである。


  第18回世界気象会議決議事項1附属書
WMO戦略計画2020-2023
（WMO-No. 1225）


  序文


  本戦略計画は、2019年6月の第18回世界気象会議において採択され、また、全ての加盟国・地域がその情報、プロダクト及びサービスを改善できるようにするための、2020–2023年及び2030年までの世界気象機関（WMO）の諸活動の指針となる方向性及び優先事項を定めている。


  本計画は、気象・水文・気候サービスに対する需要の増大を予測し、また、WMOについての新しい包括的な展望を含んでいる。いわく「2030年までに、私たちは、全ての国、殊に最も脆弱な国々が極端な気象、気候、水その他の環境事象の社会経済的な影響に対してさらに強靭である世界を実現し、また、陸海空のいずれにおいても可能な限り最良のサービスの提供によって全ての国の持続可能な開発を支えている」。


  本計画は、3つの包括的な優先事項―気象水文学的な極端現象に対する対応力の強化、温暖化防止に貢献する意思決定に対する支援、そして関連するサービスによる社会経済的便益の充実―を、持続可能な開発を実現するための全球的な検討課題に反映される社会的なニーズに寄与する視点を以て定めるものでもある。


  本計画は、極端気象による脅威の増大並びに強靭性、緩和及び適応のための気候に係る行動の緊急性に対処するための、行動につながり（actionable）、アクセス可能で（accessible）、かつ権威ある（authoritative）、科学を基盤とした情報に対する需要を、また、社会基盤及びサービスにおいて拡大している能力格差を科学技術の急速な進歩及び革新的な協力関係の活用によって補填する必要性を認識している。


  本戦略計画は、これらの意欲的な要求を取り扱うために、5つの長期目標及び関連する目標を追求する。


  1. 社会のニーズによりよく資すること：権威があり、アクセス可能で、利用者に立脚し（user-oriented）、かつ目的適合的な（fit-for-purpose）情報及びサービスの提供


  2. 地球システムの観測及び予測を強化すること：将来のための技術基盤の強化


  3. 目的を定めた研究を前進させること：サービスの強化に向けて地球システムについての理解を向上させるための、科学におけるリーダーシップの活用


  4. 気象・気候・水及び関連する環境に係るサービスにおける能力格差を補填すること：政府、各経済部門及び市民が必要とする基礎的な情報及びサービスの入手性を保証するための、開発途上国のサービス提供能力の強化


  5. 効果的な政策決定・意思決定及びその実施のための、WMOの構成及び事業の戦略的な改定


  これら5つの長期目標は、世界気象会議が採択した、構成機関その他の主体からなる新たな体系の組織のための基準となる枠組を示すものである。本戦略計画は、6つの地区協会、2つの専門委員会、研究委員会その他の主体及び事務局による実施についての4年間の業務計画の基盤をなすものである。必要とされるであろう投資は、WMOの結果ベースの予算に記述される。実施は、業績指標の体系によって監視されることとなる。


  私たちは、WMO加盟国・地域が、その国内の開発、災害リスクの軽減、気候サービス並びにその他気象学、水文学及び関連する諸学における諸計画についての関連する戦略の確立及び実施にあたって、また、WMOの諸計画に係る活動への参加において、当機関が強靭かつ持続性のある世界について希望及び展望するところの実現を保証するために、本戦略計画を考慮に入れるであろうことに全幅の自信を持っている。


  （G. Adrian）　　　　（P. Taalas）
　　 総裁 　　　　　　事務局長


  私たちの展望


  2030年までに、私たちは、全ての国、殊に最も脆弱な国々が極端な気象、気候、水その他の環境事象1の社会経済的な影響に対してさらに強靭である世界を実現し、また、陸海空のいずれにおいても可能な限り最良のサービスの提供によって全ての国の持続可能な開発を支えている。


  私たちの任務


  私たちの任務は、世界気象機関条約第2条に基づいて概説され、データ、情報及びサービスの交換、標準化、アプリケーション、研究並びに訓練を通じて、気象、気候、水その他の環境の状況の変化の監視及び予測について世界規模の協力を促進している。


  
    
      
        	
          WMOは、国連の専門機関にして権威ある発信者である。


          WMOに加盟している国及び地域（以下「加盟国・地域」という。）は、気象、気候、水及び関連する環境に係るサービスの提供に必要な、また、基本的にその国家気象水文機関によって提供される科学的社会基盤を保有及び運用している。


          WMOは、その加盟国・地域の監視・予報・警報サービスの提供における能力を有効なものとし、全球・地域スケールの信頼できる情報・報告・評価の提供を通じて当機関が加盟国・地域の関心に最もよく応える全球的な検討課題を主導してこれに情報を与え、気候変動等の新たに生じた課題を解決するために加盟国・地域間で科学的な専門性を橋渡しし、また、効果的かつ戦略的な協力関係を促進する。

        
      

    
  


  WMOは、1世紀以上にわたって、生命・財産・生活を守るための気象、気候、水及び関連する環境に係るサービスを提供するという各国の義務を支援するために不可欠の世界的な主導性及び調整を提供してきている。国境を越えるものという気象・水・気候現象の性質ゆえに、その監視、解析及び予測のための高度に標準化されたシステムの構築において、全てのWMO加盟国・地域による緊密な協力が必要である。WMOは、その数々の機関及びプログラムによって、加盟国・地域の国家気象水文機関（NMHS）、学術・研究機関、ビジネスパートナー、共同体及び個人を包括した、かつてない全球的な科学的な・運用上の協力を構築し、また促進してきた。


  WMOの役割は、過去を理解すること、現在を監視すること、将来における大気圏、水圏その他私たちの惑星の重要な諸要素の状態及び相互作用を予測すること、また、関連する自然危難及び自然災害に対する充分かつ効果的な事前対策、適応及び対応を可能にすることにおける加盟国・地域の諸活動を支援し続ける。これには、データの収集・処理のための調整された相互運用性のあるネットワーク及びシステムのさらなる強化が、科学及び電算技術の発展による予測スキルの向上が、また、最終的には、気象・水・気候についての情報に基づく意思決定のために正確かつ目的に適合した情報が適時に利用者に届けられることを保証する大いに革新的なサービス供給の手法が必要とされる。


  私たちの中核的な価値


  WMOは、負託に応えるにあたって、「どの加盟国・地域も立ち遅れることがない」ことを保証するために、また、当機関及びその加盟国・地域の科学的基盤及びこれらによる権威ある発信に対する公共的な信頼及び信任を維持するために努力するという原則を、何よりも認識している。WMOがその展望を結果へと移行させていくために働いていることから、WMOは、次の価値に従うことを以て導かれる。


  （1）結果及び透明性についての説明可能性。権威ある発信者及びその業務の分野における全球的なリーダーとして働くために、WMOの諸決定及び諸活動は、最高の科学技術上の標準、整合性、専門性、実行能力及び効率の遵守を特徴とするものでなければならない。WMOは、明確に定義された目標を定めて、高品質の成果を提供する責任を負う。これを行うにあたって、WMOは、常に品質マネジメント及び費用対効果の必要性に留意する。


  （2）協働及び協力関係。協働は、WMOへの負託の基礎にある。投資を活用し、国家気象水文機関の能力及び実力を増進させ、また、改善の成果を社会へと提供するために、WMOは、加盟国・地域間の、多国間・二国間の開発パートナー間の、また、民間部門、学術界といった国家以外のプレイヤーを含むその他関係するアクター間の協力関係の重要性を認識している。WMOは、こうしたパートナーのいずれもが最高水準の倫理的行動を維持することを期待している。


  （3）包摂及び多様性。WMOは、政府による支援、国際協力、投資の仲介及び対象を定めた補助を持続させることによって、全ての加盟国・地域に対する支援に、また、サービスの提供におけるこれらの間の能力格差の補填に、責任ある関与をなす。WMOは、その地区機関が定めた優先事項に基づいて、その諸計画、諸戦略及び諸活動の調整及び実施を保証するために、また、加盟国・地域のニーズによりよく資するために、地区内・地区間の知識の移転を促進する。WMOは、また、WMOジェンダー間平等政策及び国連の諸基準の実施にあたって、統制、科学に係る協力及び意思決定におけるジェンダー間の平等及び男女の効果的な参加も追求する。これらの確立は、関連する全ての持続可能な開発目標の達成に貢献する。


  WMOの中核的な価値は、事務局員の行動を導くものでもある。彼らには、WMOのイメージ及び評価を守る者として、WMO倫理コード及び国際公務員の行動基準が示す最高水準の倫理的行動への責任ある関与を維持することが期待される。


  主要な原動力


  行動につながり、アクセス可能で、かつ権威ある科学を基盤とした情報に対するかつてない需要を創出する全球的な検討課題


  持続可能な開発のための2030アジェンダ、気候変動に関するパリ協定及び仙台防災枠組は、国内的・国際的な政策形成及び活動の中核として作用する。また、これらの実施は、結果的に、地球システム2全体の状態の変動についての、行動につながり、アクセス可能で、かつ権威ある情報及びサービスに対する需要を増大させることになる。


  各国政府、各種機関及び国際的主体がこれらの枠組の中でその開発活動を調節していることから、WMO及びNMHSは、殊に実施に対する支援において大きな役割を担っている。あらゆるレベルにおける付随的な意思決定は、自然災害による脅威の水準の変動、気象・水・気候の極端現象及び気候変動についてのよりよい理解によって条件付けられ続けるであろう。これらの領域におけるWMOコミュニティによる測定及び通報は、現在、地球システムの監視・予測サービスの中軸として作用している。全球地球システムの観測は、統一モデル化の手法に基づいて、気象スケールから気候スケールまでさらにシームレスになっていく予測能力のための需要に応える基盤を提供するものとなる。


  新たな形態の測定が出現してその測定結果の新たな利用がさらに洗練されていくにつれて、こうした権威ある情報について、加盟国・地域を通じたWMOへの依存は、強まる一方であろう。さらに、全球観測網及び全球数値モデル化システムの進歩は、公共の安全から農業、エネルギー、保健、水資源管理に至る広範なアプリケーションに関連する影響の決定に対して、あるいは気候変動との関連性に対して増大していく要求事項を解決するための基礎を提供するものとなる。


  [image: fig1]


  このことは、これらの決定の質が、気候の変動を正確に測定してこれを報告したり、気象・気候・水に関連するリスク及び空気の質に係るリスクを評価してこれを伝達したり、多くの災害に対応したより長期の効果的な予報・早期警報を提供したりするWMOの能力に、さらに大きく依存するようになるであろうことを意味する。各国政府、諸機関及び各種の国際的主体は、それぞれの陸地・海・空気に係る持続可能な開発目標を追及するにあたって、WMO及びNMHSからの情報にますます依存することになるであろう。


  経済に係る諸分野に対する、とりわけエネルギー、水、保健及び食糧生産のための全球・地区・国内の各レベルについての気候サービスの提供は、低炭素かつ気候変動の影響に対応可能な経済を構築するにあたって重要なものとなる。気候サービスのための世界的枠組（GFCS）は、国際的な政策・活動、国別適応計画及び国別貢献目標の達成に向けた進展を支援するための基盤を提供する。


  行動につながる科学的な情報に対する需要の増大に対処するために、加盟国・地域のNMHSは、目標を定めた投資、科学技術の開発及び戦略的な協力関係を必要とする。


  極端な気象・気候による脅威の増大が強靭性、緩和及び適応のための行動を督促していること


  影響の大きな気象・水・気候の極端現象は、人々の安全、国の経済、都市・農村の環境、食料・水安全保障に対する壊滅的な結果を伴う。1998-2017年の期間において、水文気象学的な極端現象3は、世界中の災害の90％超を占めている。4気候変動に関する政府間パネルによると、これらの極端現象の発生頻度及び強度は、温室効果ガスの濃度が上がり続けるにつれて高くなっていくと予想される。海面上昇も気候変動に連動しており、世界の沿岸地域に住む人々に対する脅威をさらに増大させている。
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  2050年までに90億人を超えようとする人口の増加、世界中の殊に氾濫原及び沿岸地域における人の居住地の開発・さらなる都市化・巨大都市の成長、構築環境及び人の必要に応える重要な社会基盤の著しい拡大、また、脆弱性の高い人々の移住によって、社会は、ますますこうした危難にさらされるようになり、また、これらに対してさらに脆弱になっていくであろう。賢明な緩和・適応政策の確立に、また、あらゆるレベルの政府・国際機関・経済における意思決定者・市民の意思決定に資するために、気象・水文に係るさらに有用で、アクセスしやすく、かつ権威ある情報・サービスに対する需要が増大している。


  WMOは、災害リスクの軽減及び気候適応についての国内的な検討課題を支援するために、気象・水文に係るアクセスしやすい権威ある情報・サービスの生産及び供給を促進している。こうした情報は、影響の大きな気象・気候・水の極端現象による影響に対する強靭性を高めるために重要なものである。これは、パリ協定並びに人道及び危機管理についてのニーズに係る国連システムの下で、国別適応計画が確立及び実施されるのを支援するための不可欠な基盤を提供する。


  能力格差の拡大が全球的な社会基盤及びサービスにとっての脅威となっていること


  全てのWMO加盟国・地域は、全球的な気象・水文に係る社会基盤・施設に集合的に貢献している。この集合的な全球システムが全体に便益をもたらす公共財である一方で、貢献及びサービスに係る能力は、加盟国・地域間において等しいものではない。多くのNMHSが、国内的な、地区の及び全球的な要求事項に応える気象、気候、水及び関連する環境に係る情報及びサービスの提供において、著しい開発の必要性及び能力格差に直面している。この典型的な課題は、持続可能な社会基盤、人的資源及び科学技術の発達からの便益を得る能力の維持を中心とするものである。


  このような不足は、往々にして自然の危難に対して特に脆弱な国々においてみられる。これらは、生命及び財産の効果的な保護を阻害したり、社会・経済の回復を遅らせたりしかねない。さらには、重要な社会基盤に係るグローバリゼーション及び相互依存が、NMHS及び関係諸機関の間における能力格差の拡大をいっそう進行させることもある。気象・気候・水に関連する極端現象の頻度及び強度が高まっていくとみられる中、政府による支援、国際協力、投資の仲介及び目標を定めた支援による能力格差の補填は、かつてなく重要である。


  科学技術の急速な進歩並びにデータ及びサービスの提供の全体像の変化が革新的な協力関係を督促していること


  科学技術の急速な進歩は、サービスを大きく改善するための、また、これをさらにアクセスしやすいものとするための機会をもたらしている。進歩した気象・気候・水文サービスは、適時かつ効果的な計画策定及び意思決定に貢献し、さらに大きな社会経済的便益をもたらす。あらゆる分野において研究から実務へのサイクルを加速させることによって、科学技術による貢献は、さらに強化される。


  このことは、21世紀における監視、予測及びサービス提供のためのシステムがますます巨大になるデータセット及び進化した数値モデルによる最も複雑なものであることから、WMOにとっての課題を提起している。すなわち、WMOは、開発途上国が新たな情報の時代による便益を得られるようにするために最新の知識及び技術を先進国から開発途上国へ移転させるにあたって、大きな役割を果たす。


  より高度化した能力の高い利用者からの、さらにいっそう多様なサービスに対する需要の増大は、世界の多くの部分において、サービスの提供及びビジネスモデルを急速に変化させている。「ビッグデータ」、「クラウドソーシング」、「オープンシステム」といったトレンド、商業的な観測網及びデータ・サービス供給者の出現、デジタル技術の購入しやすさ、「ビッグデータ」から有用な情報を迅速に引き出すための人工知能・認知計算の導入のいずれもが、ゲームチェンジャーとなる。民間部門は、また、学術界その他のプレイヤーも、技術革新の採用による加速を以て、また、持続可能な開発目標のためのいっそう効率的、魅力的かつアクセスしやすいサービスの提供において加盟国・地域を助けることを以て貢献する。ソーシャルメディアを利用したネットワーク・電算能力・サービス提供の統合による、最適化・効率化のための多くの機会がある。


  加盟国・地域は、大きく変化する環境によりよくかつ速やかに順応するために、NMHSを支援しなければならず、その一方で、WMOは、国家と国家以外のアクターとの協力、相互補強及び相補性を強化するための手段を入念に構築しなければならない。生命及び財産を保護するための政府の基本的な公共財の機能に資するための重要な社会基盤、能力及び権威あるサービスの提供におけるNMHSの不可欠の役割を唱導することが重要である。


  包括的な優先事項


  本戦略計画は、WMOの2020-2023年の計画策定サイクルにおける最も切迫した開発事項及びニーズに対処することを重視して、2030年における展望及び同年までの戦略目標について長期目標を定めている。本計画は、加盟国・地域に対する明白な便益を示して、期待される成果を明確にしている。私たちは、これらの目的及び目標を詳細な計画へと移行させるにつれて、3つの包括的な優先事項に従って資源を集中させることになる。


  （1）水文気象学的な極端現象による生命、重要な社会基盤及び生活の喪失に対する事前対策及びその軽減の強化


  （2）気候リスクに対する適応能力又は強靭性を構築又は強化するための温暖化防止に貢献する意思決定に対する支援


  （3）気象・気候・水文及び関連する環境に係るサービスの社会経済的な価値の強化


  これらの主要な優先事項を反映して、世界的な気象・気候・水のパターンの変動の結果として社会が直面する現在及び将来の課題を解決するために、広範な利害関係者及び学際的な専門性を関与させる必要がある。WMOは、効果的なものとするために、利害をよりよく調整し、コミュニティを形成し、また、気象・気候・水についての利害関係者及び専門家を参加させるための協働メカニズムを促進する。


  長期目標及び戦略目標


  目標1　社会のニーズによりよく資すること：権威があり、アクセス可能で、利用者に立脚し、かつ目的適合的な情報及びサービスの提供


  長期的な成果：持続可能な開発の実施及び気象・気候・水に関連するリスクの軽減に係る政策の策定及び活動を最もよく支援するような、正確で、信頼でき、かつ目的適合的な気象、気候、水及び関連する環境に係るインパクトベースのサービスを開発し、これにアクセスし、また活用するための加盟国・地域の能力の強化。


  目標1.1 国内において関連するリスクに対する効果的な対応をよりよく可能にするために、多様な災害に対応する早期警報/警戒システムを強化し、その到達範囲を拡げる。


  気象、気候、水その他の環境に係る極端現象の警報は、生命及び生活の安全にとって不可欠のものであり、UN Global Agendaの下で認知され、また、あらゆる政府のNMHSの委任事項の基礎となっている。多くの国では、警報を提供する能力が不足しており、殊に最も脆弱性の高い後発開発途上国における重点的な活動を通じて、その解決がなされようとしている。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 水文現象・気象現象に対するよりよい事前対策及び対応を可能にするために、影響及びリスクをベースとする広範な予報・警報のプロダクト及びサービスを強化する。


  ・ 多様な災害に対応する早期警報における国の能力を強化する。


  ・ 地区の及び全球的な要求事項のために、国内についての公式な気象・水文の予報及び警報へのアクセスを全球的に強化する。
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  目標1.2 政策及び意思決定を支援する気候情報・気候サービスの提供を拡大する。


  気候サービスのための世界的枠組（GFCS）は、気候サービスのための価値連鎖にわたる諸活動を指導及び支援するための固有のプラットフォームを提供しており、これは、適応、緩和並びに損失及び被害の軽減に貢献する。これらのプロダクトの入手性及びこれへのアクセスは、拡張・拡大されて全ての加盟国・地域の便益となる。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 過去・現在・将来の気候についての情報の処理、交換及び強化の改善によって、全ての加盟国・地域が入手可能な最良の全球・地区の気候情報プロダクト及びその方法論にアクセスしたりこれに付加価値を加えたりできるようにする気候サービス情報システムを進歩させる。


  ・ 国別適応計画への参加による等して気候変化・気候変動に適応及び対応するために、損失又は被害を回避するために、また、気候に関係する機会による便益を最適化するために、GFCSの優先領域における国内についての権威ある気候情報プロダクト・気候情報サービスの、加盟国・地域による生産及び供給を支援する。


  ・ 主要な気候指標、季節概況及び極値についての改善された特性把握についての、また、関係する国際的な気候関連政策の実施及び国連システムの活動のための情報提供として認知されたこれらの影響についての情報を含むWMOのプロダクトを洗練させる。


  目標1.3 持続可能な水管理のためのサービスをさらに開発する。


  関連するリスク及びこれによって生じる損失を軽減するために、現在及び将来の水資源の状態についての全球の及び地区の信頼できる情報へのアクセスの改善が重要であるが、利害関係者は、このような情報についての中心的な情報源を有していない。WMOは、現状の及び予想される水文学的状況を根拠とする情報に基づく意思決定を支援するために、水資源についての基礎的な情報への容易なアクセスを可能にするシステムを構築する。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 水資源、干ばつ・洪水についてのリスク管理及び計画策定のための水文に係る改善されたサービス、予報及び警報へのよりよいアクセスを可能にする。


  ・ 現在及び将来の水資源についての理解を強化するために、全球水文状況・概況システムによる国境を越えたデータ及びプロダクトの交換を促進する。


  ・ 全球の水資源の状態についての定期的な報告


  目標1.4 意思決定を支援する気象情報・気象サービスの提供の価値を高め、またこれを革新する。


  全ての交通モード（航空、海上、陸上）、エネルギー、農業、保健、旅行、都市その他の部門のための気象に係る情報に基づく意思決定は、新たな水準へと引き上げられ、生産性の著しい向上及び環境へのよい影響をもたらすことになる。サービス提供の手法は、加盟国・地域が近代的、目的適合的かつ高品質なサービスを提供する能力を構築するために革新される。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ サービスの供給、卓越したサービスの提供及び品質体系の実施において最新の技術を採用することによって、気象サービスを強化及び拡大させる。


  ・ 巨大都市等の都市領域からの個別的なニーズのための新たな気象・水予測サービスを設計及び実施する。


  ・ NMHSに、そのサービスによる社会経済的便益の評価及び強化について、さらなる指針及び援助を提供する。


  ・ 官民協働の成功のための諸原則及び指針を定め、また、協働及び相互補強を旨としてプレイヤーと利害関係者との間の継続的な対話を促進する。


  ・ 国内の最良事例に基づき、あらゆるサービス領域について、国際標準、品質、品質管理メカニズム及び推奨される慣行を、全体論的な方法で確立し、またこれを採用する。


  目標2　地球システムの観測及び予測を強化すること：将来のための技術基盤の強化


  長期的な成果：全球にわたる有効な覆域を保証するためのいっそう自動化・最適化された統合地球システム観測網。データ管理システム及びデータ処理システムによって支えられる継続的な全球データ交換に供される、目的適合的かつトレーサビリティのある高品質な測定値。


  目標2.1 WMO統合全球観測システム（WIGOS）によって地球システム観測データの取得を最適化する。


  WMOの現地観測及び宇宙ベースの観測に係る各種プログラムは、2020年に運用状態となる単一の統合システムであるWIGOSへと統合されつつある。WMOの諸基準、諸原則及び各種ツールの世界規模での実施によって、加盟国・地域は、その観測網を最適化できるようになる。これによって、加盟国・地域は、クラウドソーシングやモノのインターネットといった非伝統的なデータ獲得手段をも含めて、関係する全ての政府機関、研究機関、非営利組織及び民間企業が運用する観測システムを活用することができる。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 全球・地区の調整された計画、殊に全球基礎観測網（GBON）、あらゆる観測プラットフォームについての電子メタデータインベントリ並びにそれらのデータの供給及びデータの品質を監視する定量的ツールのさらなる開発及び実用的な実装によって、WIGOSの実施を迅速に進展させる。


  ・ 諸規則・諸標準の遵守を強化し、また、観測データの覆域における重要な空白を特定して、観測網の統合的設計によってこれを解消する。


  ・ WIGOSの傘の下で部外を情報源とする観測成果の統合化を促進するために作成される規則及び指針資料を確立する。
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  目標2.2 WMO情報システムによる、現在及び過去についての地球システム観測データ及びここから派生するプロダクトへのアクセス、その交換及び管理を改善及び拡大する。


  WISを通じてアクセスされる観測成果の有益な保存期間は、無期限である。あらゆる時代についての大気成分、気候、水文及び海洋の観測成果は、継続的に利用可能で、かつ、研究、気候監視、再解析その他のアプリケーションのためにアクセス可能なものである必要がある。よって、WMOは、その全てのデータ管理システムを洗練させ、調和させる。


  
2020-2023年の重点事項：


  ・ 加盟国・地域の様々な技術的能力を取り入れてこれを活用するためにWISの継続的な発展及び進化を促進し、また、WIGOSの下で取得される全ての観測成果及び全球データ処理・予報システムの下で全ての加盟国・地域のために作成される全てのデータへの継続的なアクセスを提供する。


  ・ 遵守の監視の強化とともに、データの国際交換を統制する規則及び指針資料をさらに確立する。


  ・ 全ての観測データ及び主要なプロダクトが適切にアーカイブされることを保証するのを助けるために、WISによってデータ管理に係るWMOのシステム及び慣行を統合し、さらに発展させる。
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  目標2.3 WMOのシームレスな全球データ処理・予報システムによるあらゆる時間的・空間的スケールの数値解析・地球システム予測プロダクトへのアクセス及びその利用を可能にする。


  主要な気象パターンは、定例的に1週間以上前から予測され、熱帯低気圧の進路は、数日前には正確に予測され、局地的に大きな影響を及ぼすスケールの小さな顕著気象でさえ、しばしばその影響を緩和するのに充分な猶予時間を以て予報される。WMOは、全ての加盟国・地域の国内についての予報能力を強化するために、地球システム予測の開発をさらに促進し、世界中の中枢が運用してWMOを通じて調整される、数値モデルのシームレスな段状連鎖システム5の利用を促進する。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ GDPFS（全球データ処理・予報システム）が確率予報のさらなる重点化に対応するのを、また、結合地球システムモデルの作成が気候の長期的な変化から季節/準季節あるいは短期の気象現象に至る範囲の時間スケールにわたる予測を改善するのを推進する。


  ・ GDPFSの機能を統制する規則及び指針資料をさらに確立する。


  ・ GDPFSを強化して、全ての加盟国・地域が定量的モデルによって及びインパクトベースの予報プロダクトによって利益を得てその国内についての予測能力を開発及び/又は改善することができるようにする。


  目標3　目的を定めた研究を前進させること：サービスの強化のために地球システムについての理解を向上させるための科学におけるリーダーシップの活用


  長期的な成果：地球システムについての理解に本質的な進歩をもたらし、シームレスを背景としたあらゆる時間スケールにおいて政策に関連した助言及び予測のスキルの改善につながる、全球的な研究コミュニティの活用。これは、全ての加盟国・地域において、サービスの価値連鎖のあらゆる構成部分に最良の科学を適用するための、研究と実務との統合物としての予報・警報能力の強化をもたらす。


  目標3.1 地球システムについての科学的知識を進歩させる。


  WMOは、地球システム科学の主要な諸課題に関連する困難及び機会に取り組むという固有の地位を占め、また、NMHS、学術界及び研究機関における最高の専門性に依存する全球的な研究の取組を主導する。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 大気成分、海洋/大気/陸地の相互作用、雪氷圏、雲及び循環、水の利用性、干ばつ・洪水、地区の海面水位及びその沿岸への影響、影響の大きな気象、気候変化・気候変動等の課題について、地球システムの科学的研究、モデル化、分析及び観測における包括的な諸課題に取り組む。


  ・ 地球システム及び関連する気象・水・気候の連動についての知識及び理解の向上をもたらす全球的な研究の潜在力を活用する助けとなるために、各種研究実施計画を優先事項とし、また、広範な科学コミュニティを動員する。


  ・ WMOが調整した優先的な科学的評価・サービスの進歩を支援する。


  目標3.2 科学技術の発展による予測能力の改善を保証する、科学からサービスへの価値連鎖を拡大する。


  WMOは、科学を社会的便益を伴う実用サービスの提供の拡大へと移行させることの価値を実証している。WMOは、予測能力及び社会経済的な妥当性の向上についての利用者及び利害関係者からの期待の指数関数的な成長を考慮して、研究から実務への応用の加速による科学からサービスへの効果的な移行を保証するために働く。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 影響の大きな水象の予報、季節・準季節から10年単位に至る予測、極地についての予測、都市予測・環境予測及び水循環予測における予測能力を向上させる。


  ・ 地方的な知恵及び知識に対する考察、社会文化的な諸側面を適切に取り扱うことによる自然科学・社会科学両グループ間のより緊密な協働等、社会科学に係る専門性及び利用者との広範な接触によって、プロダクト及びサービスの妥当性及び有用性を強化する。


  目標3.3 政策に関連する科学を発展させる。


  今後10年間において、科学には、国内的・国際的な諸政策・諸活動の実施における利用に適したツール及び解決策を提供することが期待されている。研究に係るWMOの主要な先導的取組は、そのパートナーと緊密に協働して、科学的な評価及び気候予測を、温室効果ガスその他の大気組成についての権威ある全球的な報告を、また、炭素・エネルギー・水の循環をよりよく定量化する新たな技術を発展させる。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 加盟国・地域が国別の温室効果ガス排出台帳の質及び信頼性を向上させることができるようになるための、統合全球温室効果ガス情報システムを実装する。


  ・ IPCCその他の全球的な科学的報告による評価を受ける科学的知識の根幹を強化する。


  ・ 殊に準季節ないし季節の範囲において、改善された能力に依拠して水資源管理に係る決定のための知識の基盤を強化する。


  目標4　気象・気候・水文及び関連する環境に係るサービスにおける能力格差を補填すること：政府、各経済部門及び市民が必要とする基礎的な情報及びサービスの入手性を保証するための開発途上国のサービス提供能力の強化


  長期的な成果：地区及び全球についての監視・予測システムへのアクセスの、また、開発途上にある加盟国・地域、殊に後発開発途上国、小島嶼開発途上国及び加盟国・地域の島嶼地域において実体的な便益をもたらす気象・気候・水に係る情報及びサービスの活用の改善。これは、戦略的な投資、技術移転、知識・経験の共有並びに社会的包摂及びジェンダー要素に対する正当な配慮を以て達成される。


  目標4.1 開発途上国が気象・気候・水文及び関連する環境に係る不可欠のサービスを提供及び活用できるようにするためのこれらのニーズに対処すること。


  多くの社会・経済において自然の危難及び極端気象に対する脆弱性が増大し、また、充分なサービスを提供する能力における各国NMHS間の格差が拡大―殊に開発途上国、後発開発途上国及び小島嶼開発途上国及び加盟国・地域の島嶼地域において―していることから、WMOには、各NMHSの既存の能力の上に構築し、姉妹提携等の体制によって先進国の能力を利用し、また、国連のシステムその他の開発パートナーによるこの目標に向けた投資を活用して、能力開発の取組を強化することが求められている。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 各開発途上国が殊に生命・財産・経済的生産性の保護のために充分な気象・気候・水文及び関連する環境に係るサービスを提供できるようにするために、技術、組織及び人的資源に関する能力に対する各国固有のニーズについての理解を向上させる。


  ・ 必要性が明らかになった能力に対応するための長期戦略計画及び業務計画を確立するために、開発パートナー及び各国政府を参加させ、また、NMHSを援助して、戦略的な資源を動員する。


  ・ NMHSによる気象、気候、水及び関連する環境に係る観測、研究及びサービスの社会経済的な価値を実証し、周知し、また伝達することによって、後発開発途上国及び小島嶼開発途上国におけるNMHSの可視性及び持続性を向上させる。


  目標4.2 中核的な技量及び専門性を確立及び維持する。


  多くの国及び領域において、気象・気候・水文及び関連する環境に係るサービスを提供するために必要な、充分に教育訓練を受けた要員の能力及び数の不足が拡大している。さらに、科学の革新並びに技術開発及び公衆伝達手段の急速な進展によって、NMHSの要員には、これに対応した継続的な訓練が要求されている。WMOは、加盟国・地域が必要な技能を獲得及び維持するのを助けるために、その訓練・長期教育活動を拡大する。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ WMOの諸基準及び勧告事項に重点を置いた適切な教育・訓練プログラムによって、効果的なサービス供給に必要とされる適切な資格及び技量を持つ要員の採用及び維持について、加盟国・地域を支援する。


  ・ 先進国である加盟国・地域と開発途上国である加盟国・地域との協力及びWMO地区訓練センターの全面的活用を支援する。


  目標4.3 持続可能かつ費用対効果の高い社会基盤及びサービス供給において、投資のための効果的な協力関係をスケールアップする。


  生命・財産・環境の保護及び食糧生産・エネルギー・水資源の安全を支援するために、網羅的な気象・気候・水文サービスの供給を強化する。ネットワークのための費用を最小化しかつ機会を最大化するための協力関係に係る投資を、ドナー資金事業の継続期間を超えて持続可能な長さとするべくスケールアップする。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 姉妹提携体制の利用を特に重点化して協力関係及び連合体を強化し、知識、技術及び専門性を共有する。


  ・ 関連する主要な国連機関・国際機関・非政府機関、開発機関、民間部門及び学術界との戦略的、機能的及び双利的な協力関係及び連合体の構築に着手する。


  ・ 全球的な気象学が依拠する、権威ある発信、共通的な諸基準、データ及びプロダクトの共有を重点化した諸原則を促進するにあたって、主導性を発揮する。


  目標5　効果的な政策決定・意思決定及びその実施のための、WMOの構成及び事業の戦略的な改定


  長期的な成果：構成及びプロセスをいっそうWMOの戦略目標に緊密なものへと改めることによる、構成機関及び本戦略計画の実施の妥当性、有効性及び効率性の改善。


  目標5.1 WMOの構成機関の構成を、より効果的な意思決定のために最適化する。


  WMOの活動のいっそう戦略的な重点化によって、また、本戦略計画を実施するために採用される構成機関の構成概念、構成及びプロセスを通じて、加盟国・地域のものを含めた資源の効果的かつ効率的な利用を保証する。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ WMOの効率性・有効性及びその良好な統制を強化するために、WMOの構成機関・組織の構成概念、プロセス及び任務の最適化についての世界気象機関の諸決定を実施する。


  目標5.2 WMOのプログラムを合理化する。


  WMOの各種科学技術プログラムは、それらと当機関の本戦略計画との関連性及び実施における有効性・効率性を保証するために、世界気象会議によって定期的に見直される必要がある。これは、品質マネジメント、費用対効果並びに貢献している専門家及び事務局による最適な支援という諸原則に基づいてなされる。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ 科学技術及びサービスに係るWMOの各種プログラムを合理化し、WMOが本戦略計画に定められた目的及び目標をよりよく達成できるようにして、戦略、プログラム及び財政の各枠組間における一貫性及び無矛盾性を保証する。


  目標5.3 統制、科学における協力及び意思決定への平等、効果的かつ包摂的な参加を進展させる。


  多様性を尊重し、ジェンダー間の平等に価値を置く組織は、よりよい統制、能力の向上及び高水準の創造性を実証している。ジェンダー間の平等及び女性への権限付与は、科学的卓越性にとってのさらなる重要事項であり、気候変動に係る課題、災害リスクの軽減及び持続可能な開発、殊に持続可能な開発目標5に応えるために不可欠のものである。


  2020-2023年の重点事項：


  ・ SDG5及びWMOジェンダー平等政策の実施にあたって、WMO全体、殊に統制及び意思決定におけるジェンダーの平等を進展させる。


  ・ 女性、男性及びジェンダーを問わず全ての人、殊に周縁化された集団の人々に対して、情報及びサービスへのアクセス、その解釈及び利用を平等に提供する。


  ・ ロールモデルの周知宣伝及び人的資本に対する投資によって、女性、女子児童及び周縁化された集団の個人を科学及びNMHSによる採用へと誘引する。


  戦略計画の実施


  本戦略計画は、WMOが2030年の展望を実現するのを助けるにあたってその意思決定及び活動の指針となり、また、来たるべき2020–2023財政期における重点事項として作用して、加盟国・地域に最大の便益をもたらす。


  本戦略計画は、主要な原動力の項に概説されたように、WMO及びその加盟国・地域にとっての戦略、業務、財政、法令遵守及び風評に係るリスクを考慮に入れたものである。


  WMOの2020-2023年統合業務計画は、時期を定められたプログラムに係る諸活動及び計画、結果指向の予算並びに成功の指標を示す。最後のものは、WMOのWebサイト及びWMOコミュニティプラットフォームにおいて利用できる。この業務計画は、資源配分の基礎となり、また、WMO監視・評価システムを通じて、期待される結果の達成に向けた進捗を評価するために、リスクと業績とのマトリックスを定義する。


  


  1 本戦略計画の文脈において、「気象」の語は、風、雲、雨、雪、霧、寒波、熱波、干ばつ、砂塵嵐、大気成分、さらには熱帯低気圧・温帯低気圧、暴風雨、強風、海況（風浪等）、海氷、沿岸の高潮等、大気の状態及びその現象又は影響における短期的な変動をいう。「気候」は、大気―海洋―陸地システムの長期的な様相をいう。「水」は、地上及び地下の淡水、その発生、循環及び時間的・空間的な分布を含む。関連する「環境」問題は、空気、土壌及び水の質等、人類及び生活に係る資源に影響する周囲の状況をいい、「宇宙天気」は、太陽並びに惑星間の及び惑星の環境等、自然の宇宙環境の物理学的・現象論的状態をいう。


  2 この文脈において、地球は、大気、海洋、雪氷圏、水圏、生物圏及び地圏による統合されたシステムであると考えられており、過去・現在・将来の地球の状態を決定する物理学的な、化学的な、生物学的な及び人類による相互作用についてのより深い理解に基づく政策及び決定に情報を与える。


  3 水文気象学的な危難は、大気科学的、水文学的又は海洋学的な起源のものである。


  4 CRED-UNISDR, Economic losses, poverty and disasters 1998-2017, Geneva 2018


  5 「WMOの文脈において、シームレスな予測は、分単位から百年単位まで及び局地から全球までのスケールを対象とする調製された気象・気候・水・環境情報を供給するために、地球システムの全ての構成区分だけでなく、気象―気候―水―環境の価値連鎖に係る諸学問（監視・観測、モデル、予報、流布・通信、認識・解釈、意思決定、最終利用者向けプロダクト）をも考慮する」（WMO/WWRP, Catalysing Innovation in Weather Science: WWRP Implementation Plan 2016-2023, 2016）.
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